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PROFILE
1979年北海道出身。高校時代、100メートル平
泳ぎで11年ぶりに日本記録を更新する。2000
年、シドニー五輪女子400メートルメドレーリレー
銅メダルを獲得。04年のアテネ五輪を最後に現
役を引退。現在は、スポーツコメンテーターとして
活動する傍ら、子どもの水泳教室や「ワールド・ス
イム・アゲンスト・マラリア」などの社会貢献活動
にも積極的に取り組む。「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya. jp/ )では、東日本
大震災の被災地を支援しているプロ
ジェクトメンバーの活動状況について
紹介しています。

　北海道出身なのに、なぜ水泳だっ
たの？と聞かれることがあります。き
っかけは、陸上選手だった母親がけ
がをしてしまい、リハビリで始めた水
泳についていったこと。何だか水の
中で遊んでいるのがとても楽しかっ
たんです。それがなければ、もしかし
たら、まったく違うスポーツをしてい
たかもしれない。そんな一つ一つの
小さな“出会い”の積み重ねが、今の
私の人生につながっています。
　現役時代はとにかく泳ぐことに必
死だったのですが、引退後、これま
で応援してくれた皆さんに何か恩返
しがしたいと強く思うようになりまし
た。そして今、ライフワークとして取り
組んでいる活動の一つが「ワールド・
スイム・アゲンスト・マラリア」※です。
それまで試合で世界を飛び回ってき
ましたが、どこも“水”が確保できる
先進国。マラリアに苦しむアフリカの
子どもたちの話を国際機関で働く元
水泳選手の先輩から聞き、そんな現

実が存在するなんて想像もしていな
かったので驚きました。これまで私
を育ててくれた水泳を通じて、少しで
も誰かの役に立てるのなら、これほ
ど幸せなことはない。日本各地の水
泳イベントで、講演や募金活動など
を続けています。
　数年前には、テレビ番組の撮影で
大洋州のツバルに行かせていただき
ました。地球温暖化の影響で海面上
昇が進み、島が沈んでしまうかもし
れない。人々は見えない不安と闘って
いました。でも一方で彼らは、自然と
共存し、家族に囲まれてとても幸せ
そうな生活を送っているようにも感じ
た。日本にはない“良さ”も発見でき
たような気がします。
　当たり前ですが、水泳は“水”が
ないとできないスポーツです。私は国
際協力を通じて、水があることがど
れだけ幸せなことかを実感すること
ができました。私たちは水の恵みに
感謝しなければならない。そのこと

を日本の子どもたちにも伝えていき
たいです。
　ボランティアをやっていることを人
に言うか言わないか、賛否両論ある
と思います。でも私は、言葉にして発
信することが大事だと思うんです。そ
うすれば、賛同してくれる人も増え
て、新しいアイデアが生まれるかもし
れない。そして、何をすればいいか
分からない時は、とりあえず周りの人
にそう話してみる。そこから始めれば
いいんだと思います。そのことで、
“あなたにしかできないこと”が見つ
かるのではないでしょうか。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

行動の先にあるもの

TANAKA Masami

photo by Shinichi Kuno

スポーツコメンテーター  田中 雅美

※マラリア予防の蚊帳を購入するため、世界規
模で開催されるチャリティー水泳イベント。
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